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Ro™ by Jaime Hayón
ハイメ・アジョンによるロオ・チェア
—  新しいアイコンを作る  

+ Quiet Please – なぜ今、いっそうの安らぎが求められるのか   建築家ビャーケ・インゲルスの都市のオアシス
 La vuelta de Hayón – デザイナー、ハイメ・アジョンをバレンシアに訪ねる 

  Me and my chair: ジェイミー・オリヴァーのエッグチェア
PHOTO KlunderBie
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Now available in 11 new colours in the new Milani fabric. Be inspired at fritzhansen.com/swan
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　現代人に最も広く行き渡っている価値観は、本当に自
己中心主義なのでしょうか？ 私たちはみんな「自分が…」
「自分を…」「自分の…」と考え、自分に酔っているでしょ
うか？ そのような人もいるかもしれません。そして誰も
が、そんなふうになってしまう時があります。

　しかし、思慮深くあることと、自己満足に終始するこ
とは違います。深く思案し、内省する人は、一見したと
ころ内向的で沈黙を好むように見えます。しかし静かな
人は、沈黙する人とは異なり、オープンなのです。また
静けさは、自己完結しません。ひとりひとりが深く考え、
自分自身や未来について思索し、瞑想にふけるのは、文
明社会において必要不可欠なことです。他人と有意義な
繋がりを持つためには、自分を知っていなければなりま
せん。あくまで、ひとりひとりが、です。

　今もなお私たちの関心を引こうと一生懸命の “注目度
至上主義” の経済社会においては、「思索し、自分に帰る
ための静けさが欲しい」という素直な思いは、当たり前
だというだけではありません。長い間強く求められてき
たのです。「静けさ」を、デンマーク語で「Ro／ロオ」と
いいます。

　だからこそ「Ro™」は、今という時代にふさわしい椅
子です。デザイナーのハイメ・アジョンとともに、私た
ちは今年、この美しいラウンジチェアを完成させました。
静かに瞑想し、自分自身でいられる貴重な時間と空間を
もたらす一脚です。この椅子は「私をそっとしておいて」
というメッセージ。あなたの無防備な背中を包み、横顔
を外の世界から隠します。貴重な時間はあなただけのも
のであり、他人とは共有されません。そこで、あなたは、
自分がいちばん考えたいことを考えられます。あなた自
身になるのです。

　あぁ、これは家具にとって最高の役割ではないでしょ
うか。

ヤコブ・ホルム　社長兼CEO

ME, MYSELF AND I
PHOTO Egon Gade
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[ QUIET PLEASE ]

静かにしよう。

　かつては静寂が日常だった。せ
いぜい100年ほど前まで、人々の
大半が住んでいた田舎は、静けさ
に包まれていた。耳障りな音など
ほとんど存在しなかった。しかし
近代化が進むにつれて、人々は都
会へと移り、互いの音が聞こえる
距離へと近づいていった。私たち
は、騒々しい社会を発展させてき
た。スピーカー、自動車、電子機器、
コンピューター、携帯電話、そし
て自分自身が音を出しつづける。
ミーティング、セミナー、ブレイ
ンストーミング、円卓会議、総会
など、さまざまな目的のために会
話がなされるようになった。私た
ちはすっかり騒音に慣れている。
ふと、ゆったりしたいと感じた時、
誰もが足を放り出して座り、さら
に騒がしいテレビやYoutubeの映
像に興じるのだ。音は私たちの生
活の一部として根づき、意識され
ることさえなくなったのである。

　絶対的な静けさは、今や多くの
人々に違和感を覚えさせ、恐怖や
パニックさえも引き起こす。静寂
の中では、人はそわそわとし、空
間をお馴染みの騒音で満たすため
の道具を見つけ出そうとする。

　忘れやすさ、音による抑圧、忙
しさという要素も現代ならではの
ものだろう。チェコ人作家のミラ
ン・クンデラは、著書『緩やかさ』
において、ゆとりと記憶や、せわ
しなさと忘却について、その密接
な関係を主張している。私たちが
生活している以上、常に五感は酷
使されていて、自分自身の心の声
に耳を傾けることなど必要とされ
ない。

　しかし、記憶や熟考なしに人生
を先に進めることは不可能だ。新
しい環境に飛び込んだり、そこに
適応することはできない。音によ
る抑圧から極力逃れることはでき
るかもしれないが、答えるためで
はなく問いかけるために内省する
ことの大切さは揺るがない。私た
ちは深く思考し、自由に思いを巡
らせるべきなのだ。しばらく自分
の心の内側に対峙するためには、
静けさが不可欠である。

　そのような理由のために、現代
において静けさが尊ばれ、思いに
浸れる場所が求められているので
はないだろうか。経済危機を経て、
私たちはより大きなプレッシャー
を感じるようになった。私たちはプ
レッシャーを感じながらも騒がし
さを求め、胸に野望を抱きながら
も経済的な不安を感じている。だ
からこそ時には立ち止まり、よく考
える必要がある。経済危機はネガ
ティブな感情も呼び起こすけれど、
内省や熟考のきっかけにもなりう
る。何が起こったのか。何か新し
い手段はあるのか。こうして内省
するには、静かなほうがいい。

　2011年、ジョン・ガーズマとマ
イケル・ダントニオの念入りなリ
サーチから浮かび上がったのは“新
しい消費者” と呼ばれるメタトレン
ドだった。経済危機を体験したこ
とで、多くの人々は生活習慣を改
め、価値観を見直し、消費のスピー
ドを控え、地元のものや身近にあ
るものを大切にするようになった。

　あなたが必要とする静けさは、
誰かがもたらしてくれるものでは
ない。自分で行動して、それを手
に入れるしかないのだ。

TEXT Søren Nøhr, Branding ekspert
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お米は陶器に似ている。
フォルムがとても美しいよね 

ハイメ・アジョン

ラ・ブエルタ・デ・アジョン 

　輝く眼差しと超一流のプロフェッショナリズムを備え
た38歳のスペイン人、ハイメ・アジョンは家具やデザ
インの世界を魅了している。彼を深く知るために、バレ
ンシアを訪ねた。

　フリッツ・ハンセンのマーケティングマネージャーを
務めるマリーエ・イーレマンは、サウンドエンジニアと
カメラマンとともにスペイン第3の都市へと向かった。
ハイメ・アジョンのミニフィルムを撮影するためだ。「彼
のスタジオに着く前に、なぜ彼がこのバレンシアに拠点
を持つことにしたのかという質問には、意味がないとわ
かりました。バレンシアという都市には、すべてが揃っ
ていたからです。文化、壮大な建築、すばらしい気候、
ヤシやリンゴの木々、おいしいローカルフード、朝市、
ビーチ。バレンシアは大きな街ですが、広々として活
気があり、寛げるところなのです」

　彼らを載せたタクシーは、ハイメのスタジオがある
古びた美しい建物の間に止まった。ハイメは階段を走り
降りてきて、デンマークからの小さな使節団をキスとハ
グで迎えてくれた。心のこもった歓迎を終えると、彼
は「じゃあ後で」と言った。保育園に預けている20ヶ
月の息子を、自転車で迎えに行くのだ。ハイメはゲスト

に格子つきのエレベーターを薦めたが、彼らは階段を歩
いて上ることにした。「木彫りのパネルとモザイク柄の
床のある階段の吹き抜けがとても見事で、ハイメのスタ
ジオが最上階の6階にあると知っていても、すべてを見
たいと思ったのです」とマリーエ・イーレマンは語る。

「ハイメのスタジオに入った時、私たちの目に入ったそ
の光景は、想像をはるかに超えたすばらしいものでし
た。天井の高い部屋は、洗練されたディテール、スタッ
コ、背の高いパネル、モザイク模様の床、張出し窓、
旧市街を眺める小さいベランダ、そしてすばらしい照
明器具で埋め尽くされています。彼の仕事部屋はまる
でリビングルームのようで、美しく個性的なインテリ
アでした。ファウンをはじめとするいくつかのソファ
と、ソファテーブル、カーペット、ランプ、そして張
出し窓にはライティングデスク。ものがいっぱいに詰
まった棚は、クリエイティブな人々がほぼそうである
ように、その散らかり方は雑然としていながらも考え
抜かれているのです」

　廊下を隔てた部屋には、ハイメの妻で写真家のニエ
ンケ・クルンデルの仕事場があり、彼女も今回の仕事
に欠かせない役目を果たしている。現在は二人目の子
供を妊娠中だ。このアパートメントには、さらに2つの
大きな部屋があり、3、4人のフタッフが作業する場所
としてより事務所らしいインテリアで設えられている。

La vuelta 
de 

Hayón

こちらからハイメ・アジョンをご覧いただけます。
fritzhansen.com/ro-film

PHOTO KlunderBie
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　新しい家を購入したばかりなのだと、ふたりはうれし
そうに話す。バレンシアの中でも古い家々が立ち並ぶ
通りにあり、現在はリノベーションの最中で、夏には家
族で引っ越す予定だそうだ。

　その日の夜、一行はふたたびハイメと会って、街中
のレストランで一緒に食事をした。彼は出かけてくる前
に、家族のために魚料理を作り終えてきたのだという。

時間が自由になる時は、料理を作るのは彼の役目だ。
彼は料理好きで、米を使うメニューが得意だと話す。「お
米は陶器に似ている。フォルムがとても美しいよね」

　レストランはスタジオのすぐそばにあり、ハイメと
オーナーは以前からの友人同士だ。すべての料理をオー
ダーしてくれたハイメは、何がこの店でベストなのかを
正確に知っていた。彼の両親は、彼が子供の頃にマド
リッドでレストランを経営していて、ハイメも料理の見
栄えをよくしようと手伝っていたからかもしれない。彼
はワインにも精通している。家には小さなブドウ畑を所
有しており、自宅用にワインを醸造していたのだ。

　午前1時に解散した時、ハイメから最後にかけられ
た言葉は、「デンマーク人は早起きしなくちゃ」だった。
心まで温まるような多種多様なローカルフードが販売
される朝市を、ぜひ経験すべきというのだ。

「ハイメ・アジョンの素顔を一言で表すなら、仕事とプ
ライベートを別け隔てなく楽しみ、充実した人生を大切
にする人。多才だからこそとても忙しい彼ですが、それ
が人生の喜びをまったく損なっていないのです」マリー
エ・イーレマンは、そう結論づけた。

「ロンドン、バルセロナ、イタリアのトレヴィーゾにあ
る各スタジオのスタッフとは、スカイプを使ってやり取
りしているんだ」と保育園から戻ってきたハイメは説明
する。そして、バレンシアにオフィスを開いたことで、
仕事をする上でとても大切な “落ち着ける場所” を持て
たと話す。妻はこう付け加える。「ハイメは1年中、ほ
とんど旅をしています。けれども家にいる時は、ずっと
そばにいてくれる理想的なパパです。こんなふうに振
る舞える秘訣が何なのかわかりませんが」

ハイメは1年中、ほとんど旅をしています。
けれども家にいる時は、

ずっとそばにいてくれる理想的なパパです。
こんなふうに振る舞える秘訣が
何なのかわかりませんが 

ニエンケ・クルンデル

　腕時計、携帯電話、家具、カーペット、テキスタイ
ル、クリスタルガラス、陶磁器、ランプ、シューズ、バ
スルームコレクション。ハイメがデザインしてきたも
のは無数にあり、ジャンルも多岐にわたっているが、
それぞれが彼の仕事であることは一目瞭然だ。彼は、
自身の特徴的なデザインとそれぞれのクライアントの
DNAを組み合わせる卓越した能力を身につけている。

「相手の話にはしっかり耳を傾ける。最終的に、そのデ
ザインが両者の個性を備え、互いに好きになるもので
なければならないからね」とハイメは説明する。

　彼のデザインは華やかだが、それはやけに気取っ
た華やかさとは一線を画す。たとえばサーカスのピエ
ロのモチーフのように、ユーモラスな要素がミックス
されているからだろう。華美になりすぎないのは、そ
のためだ。個々のプロダクトはすみずみまで磨き上げ
られているが、ちょっと風変わりで、時にコミカルな
雰囲気がある。トラディショナルな印象のデザインで
も、生き生きとしていて、好奇心を刺激し、驚きを感
じさせる。「すべてはデザインをより楽しく、より新鮮
に、より深みのあるものにするための工夫です」その
周囲にいる人すべてに、くつろぎを感じさせてくれる
ハイメのデザイン。何よりも確かなこと。それは、そ
こから目を離せない、ということだ。

　クウェートやスイスの宝石店、東京・バルセロナ・
ロンドンのシューズショップ、ニューヨークの陶磁器
メーカーやプロダクトブランド、オランダの美術館、
パリやマドリッドのレストラン。ハイメ・アジョンは
いつも休むことなく、世界を舞台に活躍しつづけて
いる。そのインテリアデザインには、色彩とファンタ
ジーがあふれ、なめらかな曲線が多用される。すべて
を構成しているのはオーガニックなフォルムだ。
　
　空間の印象はエレガントで、均整が取れ、伸び伸び
している。彼が好む素材は、メタリックなモザイクタ
イル、シルク、ベロアなどの重厚なテキスタイル。そ
の繊細なテクスチャーに、コンクリートや木のラフな
素材感を合わせる。彼は、高々とした天井と自由を愛
している。

　家具はそれぞれのプロジェクトのためのオートク
チュールであることが多く、例外なく魅惑的なオブ
ジェとして完成されている。ハイメはアートとデザイ
ンの架け橋となるものを日々追求し、昔ながらのサー
カスのモチーフを頻繁に用いる。彼の創造する世界の
魅力は、おとぎ話の世界そのものだ。

INTERIORS
カンペール、ファルベルジュ、Ocium Jewellery、
リヤドロ、フローニンゲンミュージアム、

Le Sergent Recruteur、
ラ・テラサ・デル・カシノ

DESIGN
カンペール、& Tradition 、ラグ・カンパニー、au、
ガイア・アンド・ジーノ、フリッツ・ハンセン、

Orolog Watches、BDバルセロナデザイン、バカラ、
メタルアルテ、リヤドロ、SE London、モーイ、

Bernhardtdesign、ビザッツァ

ハイメ・アジョンの真実 
ハイメ・アジョンは、アートとデザインの境界線上で活動している。
まるでペンでスケッチを描くように、彼は多彩な道具を使いこなす。

では彼の具体的な仕事を見てみよう。

ハイメ・アジョンがプロダクトやインテリアをどのように作り上げるのかこちらからご覧いただけます。 hayonstudio.com

Hayón – Facts



新しいラウンジチェアが生まれるまで

―  24ヶ月。「Ro™（ロオ）」と名づけられた
フリッツ・ハンセンの新しいラウンジチェアが
生まれるまでに、それだけの時間が必要だった  ―

「事実、私たちのコレクションに、エッグチェアに匹敵す
るラウンジチェアがなかったともいえます」フリッツ・ハ
ンセンで8年間を過ごし、この2年間はデザインチーフ
を務めるクリスチャン・グロセンは、そう説明する。「し
かし新しいラウンジチェアに挑むには、少しためらいがあ
りました。期待される要素がとても多く、その条件を満た
しながら椅子をデザインしてくれる真のデザイナーをずっ
と見つけられなかったのです」。
　
　ファウンが成功を収めたことで、フリッツ・ハンセン
に迷いはなくなった。スペイン出身のトップデザイナー
であるハイメ・アジョンは、このブランドのDNAを完璧
に理解して、長年の懸念だったテーマに取り組むことに
なった。24ヶ月前、彼はこのような説明を受けている。
「私たちは、一人掛けの心地よい椅子が欲しいのです」と。
その椅子はファウンとコーディネートできなければならな

AN

EASY CHAIR

IS

BORN

It has been 24 months in the making

Fritz Hansen’s new easy chair, named Ro™

We have been following its creation

PHOTO Ditte Isager
STYLING Christine Rudolph



ハイメ・アジョンは、ロオの脚をハイヒールのように
シャープにしたいと考えた。しかし床に跡がつく
可能性を考慮して、最終的なフォルムを調整した。
素材はマットなアルミニウムだ。
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いが、単に一人掛けのファウンというわけではない。

　約2年前へと時間を遡ってみよう。このプロジェクトに
着手するため、ハイメ・アジョンはデンマークを訪れた。
携えていたのは、フィアンセとも噂される大切なスケッチ
ブックと大きなペンケース。スケッチブックには、新しい
ラウンジチェアのアイデアが無数に描かれていた。クリス
チャン・グロセンと、フリッツ・ハンセンのモデル製作者
でプロトタイプ開発者のミケル・ヘルマー・ラーセンが同
席して、最初のミーティングが行われた。やがて3人は、
アレロッドのフリッツ・ハンセン社屋の最も神聖な空間へ
と移動した。家具工房である。3人の中で誰がスペイン人
デザイナーなのかは一目瞭然だった。ハイメ・アジョンの
外見がいかにも地中海系だからというだけでなく、鮮やか
なグリーンの彼の靴が目を引いたからだ。

「最初は、針金を曲げて伸縮性のあるガーゼを被せ、ごく
シンプルなスケールモデルを作りました。ハイメが描い
たいくつかのスケッチをベースにしたものです。椅子の
特徴が見えてきた時点で、原寸大のざっくりとしたモデ
ルを作ります。発泡スチロールの塊をノコギリでカット
し、削っていくのです。いいと思えるフォルムが見つかる
まで、彫刻家のような作業を続けていきました」と、ミケ
ル・ヘルマー・ラーセンは当時を思い出す。工房で数日間
を過ごした後、ハイメ・アジョンはバレンシアに帰り、ミ
ケル・ヘルマーは引き続きモデルの完成度を高めていった。
次いで発泡スチロールの表面を石膏で型取りして、準備が
整った後でハイメをふたたびデンマークに呼んだ。その時
点からモデルは、どこか人間のような姿をしていた。3人は、
椅子の肩、腰、首について検討を重ねた。また、このフォ
ルムは別のオブジェとの関連性を思い起こさせるものでも
あった。椅子の背面をある角度から見ると、シルエットが
ギリシャ風のアンティークの壺にそっくりなのだ。まるで
仕立屋の作業場のように、細かな修正が加えられていった。
だんだんと完成が近づくと、フォルムはCAD作業によって
データ化されていく。「すべての作業は、ファウンに比べて
早く進みました。もうお互いを知り尽くしていたからかもし
れません」とクリスチャン・グロセン。それでも満足いくも
のができあがるまでに6、7点のプロトタイプが制作された。

「私たちは椅子のフォルムを念入りに検討しました。きわめ
て心地よく、きわめて美しいものでなければならなかった
からです。大型で丸々と太った椅子は、座り心地はいいか
もしれませんが、美しくありません。ほっそりとしてエレ
ガントな椅子をデザインしたかったのです。それが私たち
にとっての大きな課題でした」とハイメ・アジョンは語る。
彼とミケル・ヘルマーは、椅子の脚部のフォルムについて



私たちは椅子のフェルムを念入りに検討しました。
きわめて心地よく、きわめて美しいものでなければ

ならなかったからです 
ハイメ・アジョン
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も議論した。素材はマットなアルミニウムだ。ハイメは、
ハイヒールのように細くシャープな脚にしたいと考えてい
た。当初その考えは、グロセンとヘルマーの経験と相容
れなかった。椅子の脚が細すぎると、床に跡が残ること
があり、使い手が満足しないのだ。ちょうどいい太さにな
るように、2人はハイメと意見交換した。「彼はレスポン
スが早い。一緒に働いていて気持ちいいんです」。

　フォルムの完成形が見えてきた時点で、開発チームは
張り地について詰めていった。製造工程において、張り地
の加工が難しいであろうことはすぐにわかった。「張り地
はドレスのように縫わなくてはならず、椅子の隅々まで隙
間なく生地をフィットさせるためには一気に素早く縫製作
業をしなければなりません。ドレスを縫ったら、裏返して
から椅子に被せます。そして1ミリ単位で本体に合わせて
接着していきます。椅子のシルエットの細い部分（首）で
は生地が余り、逆に幅広い部分（肩）は生地を引っ張って
伸ばすので、さまざまなテクニックが必要です。この作業
ができる職人は工場に一人だけ。これから何人かが、この
技を身につけることになります」とクリスチャン・グロセン
は語る。椅子のフォルムが張り地の作業に多くを求める上
に、この椅子の張り地の条件を満たす生地はごく限られて
いる。ほどよい伸縮性が不可欠で、柄のある生地は適さな
い。椅子のデザインをより生き生きとしたユニークなもの
にするために、ハイメはそれぞれの椅子に、同系色の2種
類のテクスチャーを持つ生地を用いることにした。座面の
シェルに1種類、内部のクッションにもう１種類である。話
し合いを経て、この椅子は9色のカラーバリエーションで
展開されることになった。オーセンティックな3色（ブラッ
ク、グレー、ベージュ）、華やかな3色（パープル、ブルー、
イエロー）、そして落ちついた3色（ローズ、セージ、サンド）
である。ただしすべての色合いには、グレーのニュアンス
が含まれている。「これは意識的なセレクトです。こうする
ことで、この椅子を既存のインテリアに違和感なく取り入
れることができます。より落ち着きが生まれるのです。そ
してグレーのニュアンスは、椅子が美しく年月を重ねるた
めにも効果的です」ハイメは、そのように説明してくれた。
　
　いよいよ完成が近づき、椅子に名前をつける段階に
なった。最終的に選ばれたのは「Ro™（ロオ）」。デンマー
ク語で「落ち着き」「静けさ」「休息」を意味する言葉だ。「こ
の椅子は思索的で、ある種の瞑想に人を誘うものだと考
えました」とクリスチャン・グロセン。「結局、これに代
わる言葉はありませんでした」。「ロオ」がファウンとどの
ような関係にあるのかを質問すると、ハイメ・アジョン
は答えた。「いとこのようなものですね」

ロオには9色のカラーバリエーションがある。オーセンティックな3色（ブラック、
グレー、ベージュ）、華やかな3色（パープル、ブルー、イエロー）、

そして落ちついた3色（ローズ、セージ、サンド）である。デザインをさらに
生き生きとさせるため、ハイメは色ごとに質感の違う2つの生地を選び、

シェルと内側クッションの印象に変化を与えている。



この椅子に「Ro™（ロオ）」と名づけました。
思索的で、ある種の瞑想に人を誘うものだと考えたのです

クリスチャン・グロセン

 「ロオ」の詳細はこちらからご覧いただけます。 fritzhansen.com/ro



都会のオアシス
彼らの頭脳は柔軟で、すべてを逆から考える。

問題や困難に直面すると、彼らはそれをチャンスだと思う。
彼らの発想は伝統に反するが、必ず結果を出す。

　ビャーケ・インゲルスが率いる建築事務所「BIG」で、
私は才能あふれる若い建築家に話を聞いた。

このオフィスのモットーは「Ye s  i s  Mor e」だ。
彼らは一貫してアーティスティックで、コンテンポラリーで、

やがて建築界で議論を呼ぶテーマや
トレンドをリードする存在だと広く認められている。

URBAN
OASES

T E X T 
Katrine Martensen-Larsen

P H O T O 
Ulrik Jantzen, BIG&Glessner, Jakob Boserup 
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　最近は、アマーに完成する新しいゴミ焼却場の設計
で賞を受けた。全長1500メートルの人工スキー場が併
設され、1本の煙突が煙のリングを作るというプロジェ
クトだ。焼却場の既成概念を打ち破るアイデアだが、
クライアントや焼却場を共同所有するコペンハーゲン
の自治体らが、画期的にして勇気ある選択をしたのだ。
ではビャーケ・インゲルスは、何を考えていたのか。今、
彼は一時的にニューヨークに移っている。マンハッタ
ンの超高層ビルや、フロリダの住宅群のプロジェクト
で大忙しなのだ。

「ニューヨークは、緑あふれる生き生きとした街へと急
速に変貌を遂げつつあります。ハドソン川のウォーター
フロントのリノベーション、古い線路跡に作られた緑
の公園ハイライン、百万本の木々からなる植栽、ブロー
ドウェイの歩行者用モール、何キロにも及ぶ自転車専
用レーンの設置。どのプロジェクトも、都市がオアシ
ス化している証拠と言えます。私たちは、ウエスト57
丁目から、住宅街がひしめく都市の心臓部まで、この
変貌を継続させようと試みているのです」と、ビャーケ・
インゲルスは述べている。

集合住宅と高層ビルのハイブリッド
　この建物は確実に、ニューヨーカーの首を痛くする
だろう。このプロジェクトでは、ヨーロッパの伝統的
な集合住宅と、マンハッタンに典型的な高層ビルが
ミックスされる。住民にくつろぎや交流をもたらす中

　活気を失った街、混沌としたインフラ、気候変動、
世界的な都市化。BIGはこうした大きなテーマや課題
を建築的に解決しようと取り組み、挑戦を続けている。

「私たちのミッションは、人々が暮らす街の生活をお
もしろくするために、徹底的にがんばることです」と、
パートナーのヤコブ・ランゲは語る。BIGは、最近、
バルビュという名の雑然とした工業地域に移転してき
た。その空間は騒がしく、いたるところに大胆に曲が
りくねった建築模型がある。レゴブロック、発泡スチ
ロール、ダンボール製の建物などが並び、どれひとつ
として建築らしい形をしていない。緑の斑点や青い水
たまりなど、どちらかというと生き物のフォルムを思
わせるものも多い。

　デンマークにおいてBIGは、住宅街「Bje rge t」、ウ
アスタズの「8- ta l le t」、世界最高のプロジェクトとも
称賛されているネアブロの都市施設「Superk i len」な
どを手がけている。だが何より彼らを世界的に有名に
したのは、2010年の北京万博で本物の人魚姫の像を展
示するという突拍子もないアイデアだった。BIGはこ
の万博のデンマーク館のコンペを勝ち取り、「福祉」と
「おとぎ話」をかけて「Wel fa i r y ta le s」という独創的
な名前をつけた。

ウアスタズ（コペンハーゲン）の「Bjerget」は、敷地の3分の2を駐車場ビル、
3分の1を住居にするという既存の開発計画から発想された。

BIGは、将来の住民が駐車場ビルを見ながら生活するのは好ましくないと考え、
駐車場に要するスペースを、住居の高層化のための土台にすることにした。

建築における錬金術だ。

このプロジェクトは、フォート・ローダーデールの
ウォーターフロントにある再開発地区を活用し、
既存のプロムナードと川沿いに新たに作った公園を繋いで
人の流れを作る。

庭が建物の中腹にあり、洗練された広大な景観を作り
出す高層ビルが一角を占める。建物の3つのコーナー
は低く保たれ、北東の一角だけを高さ142メートルに
することで、中庭越しにハドソン川の眺めが広がり、
夕陽が建物の奥まで差し込むフォルムになった。住民
たちにとって憩いの場が生まれる。

リバーサイドの生活
　ニューヨークからはるかに南に下ったフロリダで、
BIGはさらに大きなプロジェクトにかかわっている。
フォート・ローダーデールのニューリバー沿いの再開
発地区に、1000戸の賃貸住宅、1000平方メートルの
レストラン、その倍の面積の店舗施設を作り、活気に
あふれる魅力的な住宅地へと発展させるのだ。南へ向
かう公共のプロムナードは、2つの住居タワーの境界
線となり、リバーサイドの生活の起点となるとともに、
既存の港を保存する役目を果たす。住居タワーの間に
は誰もが利用できる広場が生まれ、生活の場を水面の
近くまで広げる。

「このプロジェクトは、市街中心部のウォーターフロン
トの空白地域を埋め、既存のプロムナードを新しく再
生した川沿いの公園と繋げます。自然の力を生かして、
美しい環境に穏やかさと活力を備えさせるのです。2つ
のタワーは、境目と空間を作るために引き裂かれたよう
なフォルムになります。ここが川に面したエリアへの入
口。足し算ではなく、引き算から生まれたデザインです」
とビャーケ・インゲルスは説明している。
　
　インゲルスが言う「引き算」が正確には何を意味して
いるのかをヤコブ・ランゲに質問すると、彼はためらう
ことなく1枚のキッチンペーパーを手に取ってクシャク
シャにした。そして真ん中に穴をあけた。「見てください。
マイナスすることで、新しさやおもしろさが得られるん
です。この穴が創造に役立ちます」それから彼は自分の
コーヒーカップをテーブルの真ん中に置き、こう続けた。

「単体の建物には相対するものがありません。しかし、す
ぐ近くにもうひとつの建物を置くと（ここで彼は私のカッ
プを横に移動した）、ふたつの間に空間が生まれます。私
たちが何かに使うことのできる空間です。周囲に住む人々
の生活をより美しく、よりよくする都市のオアシスを、私
たちはこの場所に作りたいのです」

BIG（Bjarke Ingels Group）は建築家、デザイナー、
そして設計、都市学、研究開発などの各分野のエキス
パートからなる集団である。彼らの計画や技術は革新
的であり、費用対効果に優れ、また省資源においても
定評がある。2011年には権威ある「ウォールストリー
トジャーナル」のイノベーターアワードを受賞。オフィ
スには170名のスタッフがおり、うち110人はコペン
ハーゲン、60人はニューヨークに在籍。
big.dk

BIG

「私たちのミッションは、
人々が暮らす街の生活をおもしろくするために、

徹底的にがんばることです」
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AGEING 
WITH BEAUTY

美しく年月を重ねるには　

　近年、インテリア製品のデザインでは、木がふたたび多く使われるように
なってきた。合板を素材とするフリッツ・ハンセン製品に9種類もの木材の
バリエーションがあるのも、驚くべきことではない。木の大きな魅力は独特
の質感であり、時間や、摩耗や、手入れによって生まれる独特の光沢である。
フリッツ・ハンセンにとって、質感は高いクオリティに欠かせない構成要素
だ。ヴィンテージものの椅子やテーブルにおいては、職人の技術の高さがそ
こに表れる。合板を使った最高級の木工家具としての完璧さを追求する姿勢
は、献身的とも言えるレベルである。

　合板の素材となる薄い板は、表面の層と内側の層とで異なる。たとえば
セブンチェアのシリーズでは、成型合板は9つの層で構成されている。内
側の層で使われるのはビーチ材で、強度を高めるために木目の向きが互い
違いに接着されている。表面の層はバリエーションが豊富にあり、個別に
扱われる。まず表面の層の薄い板がパネル状にカットされる。多くの仕上
げでは、木目が左右対称になるように、1枚ごとに左右の向きを変えて接着
されていく。いっそうの強度を与えるため、表面の板の裏側にはインド綿
が挟み込んである。合板は立体的に成形され、何度も磨かれて、いくつか
のプロセスを経ながら塗装を施す。フリッツ・ハンセンの製造工場は非常
に近代的だが、その印象を裏切るほどに、職人の手作業が欠かせない。い
ずれの木の椅子も、少なくとも計22工程が彼らの手によってなされる。つ
まりすべての椅子は、人の目によって何度も不具合がチェックされ、確認
されるということだ。ただし資材を購入する部門のスタッフの経験や知識
のおかげで、製品のクオリティを落とすような素材は、まず工場に持ち込
まれることがない。

　フリッツ・ハンセンは、家具づくりのために最上質の木材を選ぶプロセス
を重視している。長年の付き合いがある木材業者は、フリッツ・ハンセンが
目指すクオリティをよく理解していて、入手可能な合板の原料のうち上位5～
10％のものだけを提供してくれる。木のクオリティに妥協せず投資を惜しまな
いのは、合理的な判断でもある。工場で製造した椅子が、素材のクオリティが
低いという理由で不良品になったら、それは大いなる時間の無駄なのだ。可能
な限り上質な木を用いることにより、長く使えば使うほど美しい質感に変化す
る、長持ちする椅子を作るため、完璧さの追求はいつまでも終わることがない。

TEXT Henrik Engstrøm
PHOTO Ole Konstantyner
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e. 真鍮は銅と亜鉛からなる合金で、近年、ふたたび人気が高まっている。控えめな輝きは、

インテリアのディテールで使うととても効果的だ。この金属を 400 年以上にわたっ
て扱っているスウェーデンの名門、スクルトゥナの充実したウェブサイトで、その魅
力を感じてみてはどうだろうか。 www.skultuna.com

ストックホルムの中心部にある「Et t Hem」は、特別な体験ができるホ
テル。ゲストは家族の友人のようにもてなされる。リビングでテレビを
観たり、本棚の本を眺めたり。ホテルのクルマを借りることも、犬を散
歩に連れていくこともできる。古いタウンハウスを改修した、まるで自
宅のようなホテルなのだ。インテリアデザインを担当したイルス・クロ
フォードの個性が光る。　www.etthemstockholm.se

ストックホルムの写真美術館
のコレクションは、世界最大
級だ。今年は3月9日から5月
26日までアンリ・カルティエ
=ブレッソンの、5月31日か
ら9月29日までヘルムート・
ニュートンの充実した回顧展
が予定されている。 
www.fotografiska.eu

Photo: Yves Saint Laurent, Rue Aubriot, Paris, 1975 © Helmut Newton Estate
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ノルウェー人作家、カール・オーヴェ・
クナウスゴールが発表した自伝的小説
は、その内容もすばらしいが、全 6 冊
4000 ページというボリュームも圧巻。
ぜ ひ 一 気に 読 んで み てほしい。「Min 
Kamp」（私の戦い）は多くの国で翻訳さ
れ、特にアメリカでは各書評で絶賛され
ている。

デッサウのバウハウス校舎の
階段には、ブルー、イエロー、
グレー、オレンジといった色
が用いられている。1925 年、
この地に校舎が完成した当時
は、この色彩感覚はきわめて
大胆不敵だった。ここで学生
は、画家のパウル・クレーら
に色彩学を学んだ。

「1105」では、トラディショナルなカク
テルで 3 度もデンマークのチャンピオ
ンに輝いたバーテンダー、ハーディー
プ・リハールがカウンターに立ってい
る。「インスピレーションを受けたもの
があるとすれば、心地よさ、洗練、格式
を兼ね備えたイギリスのホテルのバーだ
ね」とオーナーのモーテン・ドラストロ
プ。オープンの 1 年後には、コンデナス
トのホットリストに掲載された実績があ
る。「1105」という名前は、バーのある
コペンハーゲン中心地の郵便番号から。
www.1105.dk

See the entire collection of the iconic KAISER idell™ 
Bauhaus lamps at fritzhansen.com/kaiseridell

A NEW KAISER
HAS BEEN 
BORN New KAISER idell™ table lamp in matt black 

designed by Christian Dell
produced by Fritz Hansen
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「セブンチェアのデザインのモダンさが、歴史が刻まれた空間とコントラストをつくり出すとともに、
椅子の曲線と空間の雰囲気が美しく調和しています」と、建築家フェリクス・ヴェクターは説明する。

　今回の一大プロジェクトに関連して、長く受け継がれ
てきた古いステージも丁寧に改修された。ここでフェリ
クス・ヴェクターは、観客が座る椅子として、黒いファ
ブリック張りのセブンチェアを選んだ。「セブンチェア
のデザインのモダンさが、歴史が刻まれた空間とコント
ラストをつくり出すとともに、椅子の曲線と空間の雰囲
気が美しくフィットしています」と彼は語る。

現代と歴史の融合
　2012年の年末、ハイデルベルク歌劇場のドアはふた
たび開かれた。初日には14000人以上の人々が訪れ、
大規模に改修された建物と新しいホールやロビーを目
の当たりにして、感嘆の声をあげた。そして町の住民
たちは、建築家が成し遂げた現代と歴史の融合に感謝
した。

詳細は： theaterheidelberg.de

ハイデルベルクが守った劇場  

　その美しくもかなり古びた市民劇場は、安全上の理
由によって2006年に閉鎖を余儀なくされ、将来の見通
しがまったく立たない状態だった。しかし、それから6
年が経ち、町の住民たちの協力でふたたび活気を取り
戻す。今、ドイツのハイデルベルク歌劇場では、連日
のようにダンス、演奏、歌、劇が行われている。

　160歳を迎えたこの劇場は、長年にわたって “枠組
み” を突き破ってきた。オペラ、コンサート、ダンス、
子供劇などが行われるたびに、スペース不足に悩まさ
れ、近隣の建物を使って拡張されてきたのだ。やがて
劇場は、歴史あるハイデルベルクの市街地の中心部の
一区画をすべて占領してしまった。同時に建物の老朽
化も進み、安全上の承認が受けられなくなった。もち
ろん建築面の安全性は満たされなくてはならないが、
劇場の機能がいくつかのロケーションに分かれてしま
うのが不便なのも確かだった。すべての施設をひとつ
の屋根の下に集めたいと劇場側が強く望んだことには、
十分に納得できる。

町の文化の拠点として
「劇場を甦らせることができたのは、地元の町議会が始
めた『私たちの劇場を守ろう』というキャンペーンに
よって、全予算6000万ユーロの約3分の1が集まった
からです。自分たちの文化の拠点となる場所を守りた
いという住民は多く、3000人以上もの賛同者、企業
家、住民らから寄付金が寄せられました。5ユーロを
寄付した若い男子学生から、ひとりで1650万ユーロも
の献金をした音楽家のウォルフガング・マルゲールま
で、さまざまな人々がいました」と、劇場支配人のホル
ガー・シュルツェは語る。　

　劇場を復活させる作業は2009年にスタートした。保
存されていた建物の内部で工事が行われ、約3年間に
わたって街の景観の中に巨大なクレーンのシルエット
があった。すべてのホール、作業場、更衣室、レスト
ランなどがひとつの建物として統合された上に、新た
な劇場ホールが加えられ、吹き抜け部分にロビーが増
築された。光、空間、設えが一体になった壮大な建築
には、優美な黒いスワンチェアが象徴的に置かれてい
る。「スワンチェアは、あまりに厳格な印象をもたらし
かねないこの建築に、心地よい軽やかさを与えてくれ
ました」と、このプロジェクトを手がけた建築事務所
Waechter + Waechterのフェリクス・ヴェクターは
説明する。

壮大な新しいロビーには、黒い張り地のアルネ・ヤコブセンの
スワンチェアが24脚置かれ、ともすると厳格な印象を

与えかねない建築に、心地よい軽やかさをもたらしている。

TEXT Katrine Martensen-Larsen
PHOTO Waechter + Waechter Architects



35

REPUBLIC No.14  2013ME AND MY CHAIR  Jamie Oliver

ジェイミー・オリヴァーと
ビッグ・チェア・プロジェクト

　話は2010年に遡る。ジェイ
ミー・オリヴァーがロンドンでフィ
フティーンという名前の独創的なレ
ストラングループを始めた時、彼は
顧客のための最高の椅子を求めてフ
リッツ・ハンセンにコンタクトして
きた。これが私たちの出会いだった。
この時の彼のアイデアは、料理とい
うマジックによって、若い世代によ
り充実した将来を築くチャンスを与
えることで、自身がかかわるベター
フード基金の活動の一環だった。教
育を目的に2002年に設立されたこ
の基金は、さまざまな料理に関する
人々をサポートし、クオリティの高
い食事が広まることを意図してきた。
それから10年間、そのプログラムに
よって、数百人もの失業していた若
者が、プロのシェフとして自立を果
たした。2012年に10周年を迎えた
プロジェクトについて、今後10年の
活動資金の調達を視野に入れ、オリ
ヴァーはちょっとしたお祝いをしよ
うと考えた。ビッグ・チェア・プロ
ジェクトは、こうして始まった。

ビッグ・チェア・プロジェクトを始
めたきっかけは何ですか？
　そうですね、フリッツ・ハンセン
は何年にもわたってすばらしい椅子
をフィフティーンに提供してくれて
います。だからオフィスのメンバー
のアンジェラが、デザイン界や

ファッション界の友人たちにユニー
クな椅子をデザインしてもらい、ベ
ターフード基金のためのオークショ
ンをやろうと提案した時に、すぐに
フリッツ・ハンセンに話を持ちかけ
たのです。これはシンプルながら見
事なアイデアで、うれしくなった私
はクリエイティブな気持ちで1、2点
の椅子をデザインしました。10脚で
スタートした企画は、すぐに20脚に
なりました。サー・クェンティン・
ブレイク、サー・ポール・スミス、
サラ・バートン、クリストファー・
ベイリー、トレイシー・エミン、
ジョナサン・ヨーといった錚々たる
クリエイターが参加してくれたのは、
とてもラッキーだったと思います。

あなたはオークションで販売するた
めに特別なエッグチェアをデザイン
しましたが、この椅子をどう思いま
すか？ なぜエッグチェアは、家具
のアイコンになったのでしょうか？
　フリッツ・ハンセンの椅子の多
くがアイコンで、彼らが作るのは
美しい家具そのものだと思います。
中でもエッグチェアは、この半世
紀のデザインの歴史を通じて、卓
越した地位にあります。デザイン
にちょっとでも関心がある人なら、
エッグチェアを知っているでしょ
う。すべての椅子は手縫いで、私
は自分が持っているエッグチェア
の張り地を縫ったハンスに会った
こともあります。この椅子には多く
の愛情が注がれていて、一生を通
じて使いつづけることができます。

あなたがデザインしたエッグチェア
「フルーツ・スフレ」のアイデアは、
どうやって思いついたのですか？
　言うまでもなく、どうにかして食
べ物を結びつけたかったので、季
節のフルーツをたくさん使ったプリ
ント柄にしようと考えました。私は
すぐれたアーティストだとはとても
言えませんが、学校でアートを習

い、まあまあそこそこのものは作っ
ていました。時間をかけることと、
いい仕事をするように気をつける
ことがポイントでした。エッグとス
フレという言葉遊びに気づいてもら
えたらうれしいのですが。

そのエッグチェアは、どこへ行っ
たかわかりますか?
　マシュー・フロイトが購入したと
思います。彼に感謝しなければなり
ません。さらにこの多くの敬意を表
すべき意志ある方々が、椅子を買い
上げてくれました。素敵なロレーヌ・
パスカル、私の大切な友人で俳優の
ジェイソン・フレミングたちです。

オークションの収益は、何に使わ
れるのですか?
　集まったお金は、ベターフード
基金が活用します。特に、夢や目
標を持たない若者たちを受け入れ、
ケータリングの経験を積んでもら
い、私たちが誇りに思えるほどの
シェフへと変身させているロンド
ンのレストラン、フィフティーンの
支援に充てられます。

The Better 
Food Foundation 

ベターフード基金は、若者たちがフード
業界で活躍できるように教育し、力づ
け、刺激を与え、よりよい食環境を作り
出せるように活動している。「私たちが
暮らす地球上には、太り過ぎ、または肥
満とされる人々が1億人以上もいます。
食育は、この問題を解決するために最も
有意義だと私は信じています。食や料理
について十分な知識があれば、たとえ金
銭的に貧しくても、より健康で幸福な生
活を送ることができます。しかし知識が
なければ、塩、砂糖、油をたっぷり使っ
たファストフードや調理済みの食事しか
食べる気にならないでしょう。そんな食
事を毎日続けていたら、最悪の結末が
待っています」とジェイミー・オリヴァー
は説明する。 

ビッグ・チェア・プロジェクトは、合計
56000ポンドの収益を生んだ。ジェイミー・
オリヴァーがデザインしたエッグチェア
は10000ポンドで購入されている。この
エッグチェアのほか、20脚のアリンコチェ
アがオークションで落札されるか、また
は賞品として贈られている。

WE HAD A 
TALK WITH 
JAMIE OLIVER 
ABOUT THE 
PROJECT

ジェイミー・オリヴァーは世界中の人々に、ほんのわずかでも上質な素材があれば、すばらしい
料理が作れるということを教えてくれた。簡単に言うなら、それは家具をデザインして製品化する
のと同じレシピである。おいしい料理とすぐれたデザインが密接に関係していることは、疑う余地
がない。素敵な食事を楽しむ時に、使い心地のいい椅子に座りたくないという人はいないだろう。

すべてに愛情と熱意をこめて作ることが大切なのだ。

ベターフード基金に関する詳細はこちらからご覧いただけます。 betterfoodfoundation.org

  JAMIE OLIVER 
 AND THE 
BIG CHAIR 
PROJECT

PHOTO David Loftus
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